
笑
顔
で
結
ぶ
地
域
の
絆

新
堀
公
民
館

館
長

大
澤

清

新
堀
公
民
館
は
熊
谷
市
の
西
部

に
位
置
し
籠
原
駅
を
中
心
に
新
堀

の
一
部
、
玉
井
一
丁
目
の
一
部
、

籠
原
南
の
一
部
を
区
域
と
し
て
、

人
口
７
、
５
６
０
名

世
帯
数
３
、

５
０
０
世
帯
強
を
抱
え
て
い
ま
す
。

新
堀
公
民
館

設
置
日

平
成
七

年
四
月
一
日
、
施
設
の
特
徴
は
、

「
ホ
ー
ル
」
１
２
０
名
ま
で
多
目

的
に
利
用
で
き
ま
す
。
「
調
理
室
」

作
っ
て
食
べ
て
和
気
あ
い
あ
い
。

「
和
室
」
茶
道
用
の
設
備
あ
り
。

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
専
用
の
運
動
場
。

利
用
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

活
動
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
様
々

な
規
制
の
中
で
徐
々
に
回
復
し
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
と
し
て
、
《
ほ
ほ
え

み
学
級
健
康
講
座
》
テ
ー
マ
（
仲

間
づ
く
り
、
生
き
が
い
探
し
）

一
、
薬
に
つ
い
て

二
、
体
力
測

定

三
、
食
べ
て
治
す
、
防
ぐ

四
、
腰
痛
、
肩
こ
り
予
防
体
操

《
一
般
講
座
》
テ
ー
マ
「
わ
く
わ

く
ど
き
ど
き
を
み
つ
け
よ
う
」

一
、
着
物
地
の
リ
フ
ォ
ー
ム

二
、
吊
る
し
飾
り
、
干
支
飾
り

三
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

四
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト

五
、
そ
ば
打
ち

六
、
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

七
、
和
菓
子
作
り

八
、
近
代
文
学

夏
目
漱
石

《
各
種
大
会
》
同
好
会
と
共
催
で

実
施
、
同
好
会
活
動
（
29
団
体
）

一
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

三
、
健
康
麻
雀
大
会

四
、
将
棋

大
会

五
、
囲
碁
大
会

六
、
卓

球
大
会

《
研
修
旅
行
》
春
、
大

型
バ
ス
で
県
外
へ
、
秋
、
中
型
バ

ス
で
県
内
へ

《
特
別
企
画
》
一
、
落
語
会

二
、

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

《
地
域
と
の
連
携
》
新
堀
小
学
校

（
昭
和
55
年
開
校
、
生
徒
数
２
８

５
名
）
は
道
路
を
挟
ん
で
隣
同
士

で
あ
り
各
種
団
体
、
（
自
治
会
、

長
寿
会
、
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
と

子
供
た
ち
で
、
郷
土
か
る
た
大
会
、

体
育
大
会
、
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ま
た
、

文
化
祭
で
は
六
年
生
の
絵
を
公
民

館
の
中
に
展
示
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
高
齢
化
が
進
み

同
好
会
活
動
を
ど
の
様
に
存
続
し

て
い
く
か
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
の
南
側
に
熊
谷

市
が
ス
マ
ー
ト
エ
コ
シ
テ
ィ
を
計

画
中
で
、
１
０
０
か
ら
１
１
０
軒

の
住
宅
が
建
設
予
定
で
、
数
年
後

は
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
新
堀
の
良
さ
を

伝
え
職
員
一
同
、
運
営
協
議
会
と

協
力
し
て
こ
の
変
化
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

気
軽
に
入
っ
て
楽
し
め
る

公
民
館
を
目
指
し
て

長
井
公
民
館

館
長

尾
高
利
夫

長
井
地
区
は
、
旧
妻
沼
町
の
中

央
部
、
北
は
利
根
川
、
東
は
秦
、

南
は
福
川
、
西
は
妻
沼
に
囲
ま
れ

面
積
は
八
平
方
キ
ロ
、
三
千
世
帯
、

人
口
は
六
千
七
百
人
で
す
。

中
世
の
初
期
、
妻
沼
町
一
帯
を

治
め
て
い
た
、
長
井
庄
斎
藤
別
当

実
盛
の
「
実
盛
塚
」
や
、
館
跡
が

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
地
区
に
長
井

村
が
で
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

長
井
公
民
館
は
、
市
立
武
道
館

と
隣
接
し
、
川
を
渡
れ
ば
長
井
小

が
あ
り
、
百
台
収
容
の
駐
車
場
は

武
道
館
と
共
用
し
て
い
ま
す
。

長
井
公
民
館
の
活
動
は
、
こ
こ

三
年
間
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た

め
、
計
画
の
半
分
以
下
の
実
施
率

で
し
た
が
、
今
年
度
は
大
部
分
が

実
施
で
き
そ
う
で
す
。

高
齢
者
対
象
の
「
嬉
愛
学
級
」

は
地
域
文
化
と
教
養
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
、
盆

栽
や
し
め
飾
り
教
室
、
犯
罪
防
止
・

災
害
防
止
な
ど
の
講
習
を
実
施
し

ま
す
。

女
性
学
級
は
実
際
に
物
を
創
作

し
、
体
験
を
す
る
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
編
み
物
や
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
教
室
、
陶
芸
、
ペ
ン
ダ

ン
ト
作
成
教
室
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
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ま
た
、
健
康
保
持
の
た
め
に
、

年
二
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
健
康
教
室
で
は
塩
分

の
取
り
方
、
血
圧
測
定
を
市
の
宅

配
講
座
で
講
師
を
招
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

公
民
館
の
定
期
利
用
団
体
と
し

て
、
卓
球
、
吹
矢
、
絵
手
紙
、
大

正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、

囲
碁
将
棋
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
東
運
動
公
園
）
等
が
週
一
回
ま

た
は
月
一
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
年
間
に
三
ク
ラ
ブ
減
で
す
。

公
民
館
の
休
日
に
も
二
つ
の
団

体
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
長
井
小

校
区
連
絡
会
と
「
ス
マ
イ
ル
サ
ロ

ン
」
で
す
。
市
の
「
く
ま
が
や
市

民
ま
ご
こ
ろ
運
動
」
の
関
係
で
す
。

館
長
が
副
会
長
の
関
係
で
、
公
民

館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
井
小
学
校
連
絡
会
は
、
児
童

の
希
望
者
を
対
象
に
し
て
、
陶
芸
、

和
太
鼓
、
流
し
そ
う
め
ん
、
音
楽

鑑
賞
な
ど
の
体
験
学
習
を
実
施
し
、

「
ス
マ
イ
ル
サ
ロ
ン
」
は
市
内
の

定
期
利
用
団
体
等
で
活
動
し
て
い

る
人
を
招
い
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
楽
器
演
奏
、
合
唱
、
落
語

な
ど
を
た
く
さ
ん
の
地
域
の
観
客

と
楽
し
み
ま
す
。
月
の
第
一
金
曜

日
に
公
民
館
会
議
を
開
き
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

復
活
を
目
指
し
て

熊
谷
市
公
民
館
連
合
会

会
長

荻
野
俊
行

昨
年
度
に
続
き
会
長
職
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
年
・

来
年
度
は
、
大
里
地
区
公
民
館
連

合
会
の
会
長
職
も
輪
番
で
熊
谷
市

に
回
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
末
で
退
任
・
異

動
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、

当
連
合
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
更
に
、

新
た
に
会
員
に
な
ら
れ
た
皆
様
に

は
新
た
な
風
を
起
こ
し
て
い
た
だ

く
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
何
波
か
に
渡
っ
て
猛
威

を
ふ
る
い
続
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
は
沈
静
化
の
方
向
が
見
え
、

感
染
症
法
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
」

に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
「
全
数
把

握
」
は
「
定
点
把
握
」
に
な
り
感

染
の
実
数
が
見
え
に
く
く
な
り
ま

し
た
。
反
面
、
感
染
者
数
は
微
増
、

県
内
公
立
高
校
（
２
校
）
で
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
に
接
す
る
度
に
、
自
衛
の
手
段

を
講
じ
な
が
ら
の
日
々
に
不
安
を

覚
え
ま
す
。

こ
こ
数
カ
月
の
行
事
を
顧
み
ま

す
と
、
以
前
使
っ
て
い
ま
し
た

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
～
」
と
い
う

行
事
開
催
関
係
の
枕
こ
と
ば
が

「
３
年
振
り
の
開
催
」
や
「
４
年

振
り
の
実
施
」
に
変
わ
っ
て
心
が

高
揚
し
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
ワ
ク

感
た
る
や
実
に
久
し
振
り
の
も
の

で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事

等
の
会
場
は
久
し
振
り
の
賑
わ
い

を
見
せ
、
あ
ち
こ
ち
で
笑
顔
や
話

し
声
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

連
続
出
場
を
続
け
て
き
た
〝
熊
谷

め
ぬ
ま
駅
伝
″
や
〝
さ
く
ら
マ
ラ

ソ
ン
″
を
走
れ
た
こ
と
は
、
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
感
動
が
あ

り
ま
し
た
。

当
会
の
令
和
５
年
度
行
事
予
定

は
、
総
会
や
そ
の
後
の
館
長
会
議

等
に
於
い
て
す
べ
て
計
画
ど
お
り

実
施
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
行

事
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
無
念
さ

を
埋
め
る
べ
く
、
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の

新
た
な
展
開
へ

熊
谷
市
教
育
委
員
会

教
育
長

野
原

晃

熊
谷
市
公
民
館
連
合
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
公
民
館
活
動
の

推
進
に
御
尽
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
の
公
民
館
で
は
、

３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
、
様
々
な
創
意
工
夫
に
よ
り
、

多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
実
施
す
る

等
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

公
民
館
活
動
を
維
持
・
進
展
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

間
の
館
長
さ
ん
を
中
心
と
し
た
皆

様
の
御
努
力
に
敬
服
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
社
会
生
活
全
般
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
そ
の
分
類
が
一
般
的
な

感
染
症
と
同
様
に
第
５
類
へ
と
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

各
公
民
館
も
、
今
後
は
よ
り
本
格

的
な
活
動
へ
と
進
ん
で
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

は
荻
野
会
長
さ
ん
の
大
里
地
区
公

民
館
連
合
会
の
会
長
就
任
に
伴
い
、

貴
連
合
会
の
活
躍
の
場
が
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
地
域
の
拠

点
施
設
で
あ
る
公
民
館
の
役
割
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
生
涯
学
習
の
推
進

は
も
と
よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や

地
域
の
諸
課
題
、
社
会
情
勢
の
変

化
等
を
敏
感
に
捉
え
な
が
ら
世
代

間
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
地
域

づ
く
り
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
創
出
で
き
る
公
民
館
の
新
た
な

ス
テ
ッ
プ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
貴
連
合
会
の
益
々
の
御

発
展
と
、
関
係
皆
様
の
御
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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昭
和
の
分
村
合
併
と
公
民
館

太
井
公
民
館

館
長

篠
﨑
正
人

太
井
地
区
は
、
熊
谷
市
の
東
部

に
位
置
し
、
地
区
の
中
央
を
国
道

17
号
が
走
り
、
ま
た
南
部
に
は
Ｊ

Ｒ
高
崎
線
及
び
北
部
に
は
新
幹
線

が
区
内
を
縦
断
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
３
１
４
世
帯
・
７
２
３

人
が
居
住
し
、
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
ま
で

徒
歩
20
分
と
、
都
心
へ
の
通
勤
・

通
学
等
の
便
と
し
て
、
恵
ま
れ
た

地
域
で
す
。

現
在
の
太
井
地
区
は
、
明
治
22

年
４
月
、
太
井
村
・
棚
田
村
・
門

井
村
・
北
新
宿
村
の
４
村
が
合
併

し
て
村
名
が
北
埼
玉
郡
太
井
村
と

な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
28
年
町
村

合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
昭
和

30
年
９
月
30
日
、
大
字
棚
田
及
び

大
字
門
井
は
行
田
市
へ
、
大
字
北

新
宿
は
北
足
立
郡
吹
上
町
へ
、
大

字
太
井
は
熊
谷
市
へ
と
３
分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
併
。
明
治
・
昭
和
・

平
成
と
合
併
が
行
わ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
昭
和
30
年
の
太
井
村
の
よ

う
な
３
分
割
は
全
国
で
も
例
が
無

い
と
の
こ
と
で
す
。

当
然
の
如
く
、
村
全
体
が
大
騒

動
と
な
る
な
ど
、
村
議
会
が
紛
糾

（
村
長
所
在
不
明
や
議
長
欠
席
）

し
警
察
が
入
っ
た
と
も
聴
い
て
い

ま
す
。
（
詳
細
は
前
18
号
に
掲
載

重
複
部
分
有
り
。
）

合
併
時
の
大
字
太
井
の
面
積
は

１
・
１
２
４
㎢
、
世
帯
数
１
０
８

件
、
人
口
７
０
８
人
（
内
小
学
生

94
名
・
中
学
生
44
名
）
、
小
中
学

生
は
、
合
併
前
に
通
学
区
域
内
に

寄
留
し
、
４
月
１
日
か
ら
熊
谷
市

久
下
小
学
校
、
櫻
田
中
学
校
（
現

在
の
熊
谷
東
中
学
校
）
へ
転
校
し

ま
し
た
。

公
民
館
に
唯
一
、
合
併
に
関
す

る
記
録
と
し
て
残
る
も
の
は
一
点

（
縦
75
㎝
・
横
１
ｍ
80
㎝
）
の
扁

額
に
分
村
合
併
の
経
緯
や
合
併
に

携
わ
っ
た
役
職
・
氏
名
が
記
さ
れ

た
も
の
、
及
び
太
井
地
区
選
出
歴

代
村
長
・
歴
代
館
長
の
写
真
で
、

大
会
議
室
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

廃
村
に
伴
い
財
産
分
割
が
議
決

さ
れ
、
歳
計
剰
余
金
に
つ
い
て
は

其
々
に
分
割
さ
れ
、
熊
谷
市
に
編

入
、
持
参
金
は
弐
拾
五
萬
円
他
、

主
な
も
の
は
、
村
有
財
産
で
あ
る

役
場
庁
舎
が
熊
谷
市
へ
帰
属
さ
れ
、

解
体
し
、
太
井
（
青
果
市
場
内
）

（
私
有
地
を
合
併
後
に
熊
谷
へ
寄

付
さ
れ
る
。
）
現
在
の
地
に
移
築

（
館
あ
り
）
さ
れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
、
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
55
年
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、

公
民
館
及
び
消
防
施
設
が
取
り
壊

さ
れ
、
新
築
さ
れ
た
消
防
施
設
の

会
議
室
を
借
用
し
て
い
ま
す
。

（
館
な
し
小
規
模
公
民
館
）

令
和
7
年
度
で
は
、
合
併
70
周

年
を
迎
え
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

久
下
氏
と
東
竹
院

久
下
公
民
館

館
長

吉
野
武
治

久
下
の
地
名
は
鎌
倉
幕
府
開
府

直
前
の
時
代
、
久
下
直
光
・
重
光

親
子
が
こ
の
地
に
館
を
構
え
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

親
子
は
源
頼
朝
方
に
つ
い
て
戦

い
、
特
に
土
肥
杉
山
の
合
戦
で
は

敗
走
す
る
頼
朝
の
も
と
に
三
百
騎

で
馳
せ
参
じ
、
喜
ん
だ
頼
朝
よ
り

一
番
と
い
う
家
紋
を
賜
り
ま
し
た
。

東
竹
院
は
久
下
直
光
に
よ
っ
て

１
１
９
１
年
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、

寺
紋
の
㊀
は
前
述
に
よ
る
こ
と
か

ら
の
由
来
で
す
。
現
在
久
下
氏
の

子
孫
は
兵
庫
県
地
方
を
中
心
に
活

躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

東
竹
院
の
寺
名
は
梅
龍
山
・
東

竹
院
・
久
松
寺
で
松
竹
梅
の
入
っ

た
大
変
縁
起
の
良
い
寺
名
で
す
。

１
５
４
５
年
に
深
谷
城
主
、
上

杉
憲
賢
に
よ
り
天
台
宗
か
ら
曹
洞

宗
に
改
宗
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

豊
臣
秀
吉
よ
り
寺
領
三
十
石
を

授
け
ら
れ
、
以
来
徳
川
幕
府
の
終

わ
り
迄
同
じ
石
高
を
賜
り
ま
し
た
。

昭
和
20
年
８
月
14
日
の
熊
谷
大

空
襲
で
は
建
物
、
宝
物
、
古
文
書

等
一
切
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

墓
地
に
は
「
護
国
院
〇
〇
〇
居

士
」
の
戒
名
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
で
戦
地
に
赴

き
戦
死
し
た
兵
士
の
戒
名
で
す
。

こ
の
地
か
ら
も
戦
死
者
が
お
ら
れ

た
事
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

本
堂
の
焼
失
や
戦
死
者
を
想
う

と
き
、
戦
争
は
こ
の
世
の
大
罪
だ

と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

現
在
は
り
っ
ぱ
な
本
堂
が
再
建

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
竹
院
の
境
内
に
は
達

磨
石
が
あ
り
ま
す
。
寛
文
年
間

（
１
６
６
１
～
１
６
７
２
）
に
忍

城
主
が
達
磨
大
師
に
似
た
大
石
を

秩
父
か
ら
城
中
に
運
ば
せ
よ
う
と

荒
川
を
筏
で
運
搬
中
、
川
に
落
と

し
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
か
ら
二
百
五
十
年
ほ
ど

過
ぎ
た
大
正
14
年
に
東
竹
院
の
す

ぐ
前
で
偶
然
発
見
さ
れ
村
の
有
志

に
よ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
、
東
竹

院
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
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地
域
と
と
も
に
活
動
す
る

公
民
館
を
目
指
し
て

中
条
公
民
館

館
長

大
塚
正
明

中
条
公
民
館
は
、
条
里
の
里
い

き
い
き
学
級
と
一
般
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

条
里
の
里
い
き
い
き
学
級
は
、

「
笑
い
の
あ
る
豊
か
な
心
と
健
康

な
体
」
を
テ
ー
マ
に
年
間
10
回
学

習
し
て
い
ま
す
。

一
般
講
座
は
、
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
を
対
象
に
講
座
ご
と
に

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
４
月
29
日
に
実
施
し

た
一
般
講
座
の
「
歩
け
歩
け
大
会
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
１
４
０

名
の
参
加
者
が
、
中
条
公
民
館
を

ス
タ
ー
ト
し
、
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場

→
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
→

陸
上
競
技
場
→
中
条
中
学
校
の

西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
、
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

受
付
時
に
ご
み
回
収
用
の
軍
手

と
袋
を
渡
し
、
公
民
館
体
育
部
を

中
心
と
し
て
、
中
条
地
区
消
防
団

や
校
区
役
員
が
コ
ー
ス
誘
導
・
ゴ

ミ
の
回
収
・
到
着
後
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
）
を
担
当
し
ま
す
。

準
備
体
操
後
９
時
に
出
発
し
、

先
頭
と
集
団
の
途
中
と
最
後
尾
に

役
員
が
入
っ
て
見
守
り
し
な
が
ら

参
加
者
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
ラ
グ

ビ
ー
場
と
東
屋
で
休
憩
を
と
り
、

所
要
時
間
３
時
間
で
し
た
。

歩
き
な
が
ら
道
路
脇
の
ご
み
ゼ

ロ
運
動
を
行
っ
た
ご
み
を
、
ラ
グ

ビ
ー
場
と
ゴ
ー
ル
到
着
後
に
回
収

し
、
最
後
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
歩
き
楽
し
か
っ
た
」

「
運
動
不
足
の
解
消
に
な
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」
な
ど
の
声
を

頂
き
ま
し
た
。

新
緑
の
中
、
４
年
ぶ
り
に
地
域

の
方
々
が
集
い
、
世
代
を
超
え
た

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
気

あ
る
公
民
館
に
な
る
よ
う
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

毎
年
ひ
と
つ
は

新
し
い
講
座
を

桜
木
公
民
館

大
谷
敬
子

桜
木
公
民
館
で
は
「
楽
し
く
学

ぼ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
桜
木
わ

く
わ
く
楽
習
（
が
く
し
ゅ
う
）
講

座
」
を
年
に
13
～
14
回
開
い
て
い

ま
す
。
テ
ー
マ
を
変
え
て
の
毎
年

恒
例
の
講
座
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

新
し
い
講
座
も
ひ
と
つ
は
入
れ
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

新
し
い
講
座
か
ら
学
習
グ
ル
ー
プ

（
同
好
会
）
が
多
く
発
足
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

健
康
吹
き
矢
講
座
か
ら
「
桜
木

吹
き
矢
同
好
会
」
、
水
墨
画
講
座

か
ら
「
桜
木
水
墨
会
」
、
俳
句
講

座
か
ら
「
桜
木
俳
句
同
好
会
」
等

が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た

な
学
習
グ
ル
ー
プ
の
発
足
を
願
っ

て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
草
木
染
体

験
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

草
木
染
は
自
然
由
来
、
身
の
回

り
の
植
物
を
活
用
し
た
染
物
で
す
。

工
夫
次
第
で
様
々
な
色
を
出
す
こ

と
が
出
来
る
の
が
魅
力
で
す
。
昨

年
か
ら
染
色
家

小
池
啓
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
昔
か
ら
ジ
ャ
パ

ン
ブ
ル
ー
と
親
し
ま
れ
て
き
た
藍

染
で
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
し
た
。

講
座
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
方
と

公
民
館
や
地
域
の
畑
で
育
て
た
藍

葉
で
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

藍
の

生
葉
染
め
」
も
開
催
し
、
多
く
の

方
と
生
葉
染
を
楽
し
み
交
流
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
「
春
の
草
木
染

体
験
」
と
し
て
、
桜
染
、
よ
も
ぎ

染
を
行
い
ま
し
た
。
秋
に
は
ウ
ー

ル
の
素
材
で
草
木
染
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
草
木
染
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
、
多
く
の
方
に
講
座
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

公
民
館
の
活
動
発
表
と
し
て
講

座
作
品
と
同
好
会
作
品
を
基
に
毎

年
「
桜
木
公
民
館
ま
つ
り
」
を
二

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
品
者

の
交
流
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
地
域

の
人
々
に
公
民
館
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
「
第
三
十
回
記
念

桜
木
公
民
館
ま
つ
り
」
と
な
り
ま

す
。
皆
様
も
是
非
、
見
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
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秦
公
民
館
の学

級
講
座

秦
公
民
館

清
水
栄
子

秦
公
民
館
の
学
級
講
座
は
、

「
す
こ
や
か
学
級
」
と
い
う
名
称

の
も
と
に
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

講
座
を
計
画
し
、
公
民
館
だ
よ
り

で
そ
の
都
度
、
参
加
者
を
募
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
開
設
数
10
講

座
、
開
催
回
数
は
22
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

人
権
講
座

二

秦
村
の
歴
史

（
三
回
）

三

健
康
講
座

（
二
回
）

四

小
物
づ
く
り

（
三
回
）

五

祭
り
ば
や
し

（
六
回
）

六

親
子
研
修
旅
行

七

編
み
物

（
三
回
）

八

寄
せ
植
え

九

ス
マ
ホ
講
座

十

心
肺
蘇
生
法

こ
の
中
で
、
秦
地
区
独
自
の
講

座
と
言
え
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く

紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
つ
は
、
「
秦
村
の
歴

史
」
で
す
。
こ
の
講
座
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
荻
野
吟
子
の
生
涯
」
を
皮
切
り

に
、
秦
村
の
戦
国
時
代
、
江
戸
時

代
、
明
治
、
大
正
時
代
・
・
・
と
、

時
代
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、

そ
の
時
代
の
秦
村
の
風
土
、
文
化
、

人
物
伝
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。
地

区
の
人
た
ち
も
、
講
座
を
重
ね
る

う
ち
に
、
郷
土
の
歴
史
に
深
く
興

味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
参
加
者

も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

秦
地
区
は
、
15
の
自
治
会
に
分
か

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
近
頃
で
は
、

「
次
回
は
、
ど
こ
の
地
区
を
取
り

上
げ
る
の
か
」
と
か
、
「
ぜ
ひ
、

自
分
の
地
区
を
や
っ
て
欲
し
い
」

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
「
祭
り
ば
や
し
」

で
す
。
こ
れ
は
、
七
月
下
旬
の
大

杉
神
社
夏
祭
り
（
あ
ば
れ
神
輿
）

の
際
に
叩
く
『
大
杉
囃
子
（
太
鼓

・
笛
・
鉦
）
』
の
講
座
で
す
。
秦

小
学
校
の
三
年
生
以
上
の
希
望
す

る
児
童
が
、
祭
囃
子
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
習
得
し
て

い
き
ま
す
。
三
年
生
か
ら
ず
っ
と

参
加
し
て
い
る
高
学
年
の
児
童
は

中
学
年
の
児
童
に
教
え
る
こ
と
も

で
き
、
大
杉
囃
子
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
た
だ

コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
こ
三
年
、
残
念

な
が
ら
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
実
施
は
、
ま
だ
未
定
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
杉
囃
子
は

秦
地
区
の
大
切
な
伝
統
の
一
つ
で

す
か
ら
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
５
月
12
日
（
金
）
妻

沼
中
央
公
民
館
大
会
議
室
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
熊
谷
市
公
民
館

連
合
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
全
体
の
進
行
と

し
て
は
昨
年
同
様
、
縮
小
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
出
席

制
限
を
一
部
緩
和
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
ま
た
令

和
５
年
度
事
業
計
画
、
予
算
等
が

審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
５
年
度
の
役
員
体

制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

荻
野
俊
行
（
秦
）

副
会
長

吉
野
武
治
（
久
下
）

副
会
長

渡
辺

正
（
玉
井
）

副
会
長

新
井
弘
一
（
大
原
）

ブ
ロ
ッ
ク
長

第
一

岩
田
秀
夫
（
熊
谷
東
）

第
二

前
澤
保
雄
（
星
宮
）

第
三

秋
山
宏
之
（
大
麻
生
）

第
四

平
井

隆
（
石
原
）

第
五

大
塚
正
明
（
中
条
）

第
六

新
井
英
一
（
太
田
）

監

事

田
代
博
也
（
本
町
）

監

事

細
川
末
廣
（
桜
木
）

＊

＊

＊

ま
た
、
令
和
５
年
度
大
里
地
区

公
民
館
連
合
会
定
期
総
会
が
令
和

５
年
５
月
24
日
（
水
）
寄
居
町
中

央
公
民
館
で
、
令
和
５
年
度
埼
玉

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
時
総
会

が
令
和
５
年
６
月
１
日
（
木
）
行

田
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
、

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
団
体
と
も
議
決
さ
れ
た

事
業
計
画
の
も
と
、
様
々
な
活
動

が
進
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
。

特
に
大
里
地
区
公
民
館
連
合
会

は
熊
谷
市
公
民
館
連
合
会
荻
野
会

長
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
二
年
間
、
熊

谷
市
が
事
務
局
を
担
当
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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１

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会

令
和
４
年
～
８
年
度
に
か
け
て
、

埼
玉
県
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

ま
す
。
埼
玉
県
５
か
年
計
画
大
綱

～
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉
へ

～
に
よ
る
と
、
人
口
が
減
少
に
転

じ
、
令
和
12
年
に
か
け
て
全
国
で

最
も
速
く
後
期
高
齢
者
が
増
加
し
、

令
和
22
年
に
は
県
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。

特
に
熊
谷
を
含
む
県
北
ゾ
ー
ン
で

は
高
齢
化
が
最
も
進
行
し
、
出
生

数
は
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

支
え
る
世
代
は

一
方
で
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

「
生
産
人
口
年
齢
」
は
減
少
が
続

い
て
お
り
、
令
和
22
年
に
は
、
埼

玉
県
は
現
役
世
代
１
人
が
高
齢
者

１
人
を
支
え
る
「
肩
車
型
社
会
」

に
迫
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
〝
子
ど
も
は
宝
″
と
い
う
よ

う
に
、
埼
玉
県
の
こ
れ
か
ら
に
、

そ
し
て
熊
谷
の
未
来
に
も
子
ど
も

た
ち
の
活
気
が
必
要
で
す
。

３

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
課
題

令
和
５
年
４
月
こ
ど
も
家
庭
庁

発
足
と
と
も
に
「
こ
ど
も
基
本
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の

子
ど
も
や
若
者
が
将
来
に
わ
た
っ

て
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
い
じ
め

文
部
科
学
省
よ
り
発
表
さ
れ
た

令
和
４
年
11
月
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
自
殺
に
つ
な
が
る
い
じ
め

（
重
大
事
態
）
の
件
数
は
年
間
７

０
５
件
、
厚
労
省
と
警
察
庁
が
令

和
５
年
３
月
に
発
表
し
た
、
自
殺

で
命
を
落
と
し
た
小
中
高
校
生
の

数
は
５
１
４
人
で
す
。
中
で
も
最

も
深
刻
な
の
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
を
介

し
た
い
じ
め
で
す
。
埼
玉
県
教
育

委
員
会
が
実
施
し
た
令
和
３
年
度

の
調
査
で
は
、
自

分
専
用
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
所
持

率
は
、
小
学
校
４

年
生
が
48
％
、
小

学
校
6
年
生
が
66

％
、
中
学
校
２
年

生
は
87
％
と
の
結
果
で
し
た
。
ま

た
小
中
学
生
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
使
用
時
間
が
増
え
る
ほ

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
す
る
児
童

生
徒
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
い
じ
め

は
陰
湿
な
も
の
で
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

（
２
）
児
童
虐
待

児
童
へ
の
虐
待
は
、
大
き
く
分

け
て
「
身
体
的
」
「
性
的
」
「
ネ

グ
レ
ク
ト
」
「
心
理
的
」
虐
待
の

４
つ
で
す
。
令
和
２
年
４
月
に

「
児
童
虐
待
防
止
法
」
が
改
訂
さ

れ
、
親
権
者
な
ど
に
よ
る
体
罰
を

禁
止
し
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
全
国

で
20
万
件
を
超
え
る
相
談
が
児
童

相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
児

童
が
い
る
家
庭
で
「
幼
い
子
ど
も

を
置
い
て
頻
繁
に
外
出
し
て
い
る
」

「
人
前
で
子
ど
も
を
厳
し
く
叱
る
」

等
も
虐
待
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
の
様
子
に
異
和
感

を
感
じ
ま
し
た
ら
、
至
急
児
童
相

談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
〝
１
８

９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）
″
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

（
３
）
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉

を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
18
歳
未

満
で
、
高
齢
者
な
ど
援
助
を
必
要

と
す
る
家
族
等
に
対
し
て
、
無
償

で
介
護
や
世
話
な
ど
を
す
る
子
ど

も
の
こ
と
で
す
。
厚
労
省
と
文
科

省
が
実
施
し
た
令
和
３
年
度
の
調

査
に
よ
る
と
、
中
学
２
年
生
の
約

17
人
に
１
人
、
高
校
２
年
生
の
約

24
人
に
１
人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

で
あ
る
と
い
う
結
果
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
学
校
や
地
域
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
最
も
身
近
な
存
在
の
あ

り
方
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
は
「
気
づ
く
・
つ
な

ぐ
・
支
え
る
」
で
す
。
ま
た
気
を

つ
け
た
い
の
は
当
事
者
の
気
持
ち

で
す
。
「
大
変
だ
ね
。
」
と
い
う

言
葉
が
当
事
者
を
傷
つ
け
た
り
、

「
同
情
さ
れ
た
く
な
い
。
」
と
周

囲
を
避
け
た
り
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
〝
寄
り
添
う
″
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
、
声
か
け
や
行
動
に

つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

４

子
ど
も
た
ち
を
強
く
、
優
し

く
、
た
く
ま
し
く
育
て
る
た
め
に

～
熊
谷
教
育

４
つ
の
実
践
と
３
減
運
動
～

熊
谷
市
教
育
委
員
会
で
は
「
熊

谷
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
が
で

き
ま
す
！
～
４
つ
の
実
践
と
３
減

運
動
～
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
朝
ご
は
ん
・
返
事
・
あ

り
が
と
う
・
友
達
作
り
」
を
大
切

に
し
、
「
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
ス

マ
ホ
」
の
時
間
を
減
ら
す
取
り
組

み
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
「
熊
谷
」
を
作
る

た
め
に
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家

庭
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
人

権
尊
重
の
意
識
に
基
づ
い
た
実
践

行
動
を
「
大
人
が
手
本
と
な
っ
て
」

見
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令和５年７月３１日発行 熊谷市公連だより 第３５号

- ６ -

編
集
後
記

市
公
連
だ
よ
り
第
35
号

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
寄
稿
頂
き

ま
し
た
執
筆
者
の
皆
様
、

編
集
に
御
協
力
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
紙

面
を
通
し
て
各
館
の
活
動

等
を
情
報
発
信
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

熊
谷

特集記事

～
気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
支
え
る

熊
谷
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

片
岡
美
由
紀

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
課
題
と
熊
谷
教
育
～


